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研究成果の概要（和文）：　本研究では、自分撮りを手軽にするためのカメラ撮影に関する研究を行った。すなわち、
カメラにジェスチャ認識機能を組み込み、被写体がカメラにジェスチャで指示すると、カメラは写っている画像を実時
間で自己認識し、その結果に基づいてカメラを制御するようなシステムを作成した。本研究では「ハンドジェスチャ」
、「モーションベース・ハンドジェスチャ」および「ヘッドジェスチャ」の3種類のジェスチャを提案し、それぞれに
対応するプロトタイプシステムを作成した。本研究によって、ジェスチャインタフェィスが自分撮りカメラを開発する
ための重要なインタラクション技術であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Most existing digital camera user interfaces place little emphasis on self-portrai
t options.  Therefore, it is not always easy to take self-portraits using conventional user interfaces.  I
n this research we propose the vision-based gesture interface for interacting with a self-portrait camera.
  Three different types of gesture interface were described: Hand gesture interface, Motion-based hand ges
ture interface and Head gesture interface.  We have also implemented three prototype systems for testing t
hese gesture interfaces.  The experiment results showed that users were able to use the gesture interfaces
 to interact with a camera effectively and felt satisfied with the techniques for taking self-portraits. 
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１．研究開始当初の背景 
既存のデジタルカメラのユーザインタフ

ェイスでは「自分撮り」ということにあま
り注目してこなかった。そのため、既存の
デジタルカメラで自分撮りを行うことはあ
まり容易ではなかった。たとえば、セルフ
タイマーを押し、すぐに所定の位置に移動
し、ポーズをとると言うのもなかなか大変
である。リモコンを用いる場合でも、手に
リモコンを持つことになるので、取ること
のできるポーズが限られる。そこでカメラ
が写っている画像を実時間で自己認識し、
その結果に基づいてカメラを制御すること
が出来れば、デジタルカメラの利用範囲が
飛躍的に広がるのではないかというのがそ
もそものアイディアである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、個人が効果的かつ効率的に自

分撮りを行うことができるユーザフレンド
リな新たなインタフェイス手法の開発を研
究目的とする。 
すなわち、カメラにジェスチャ認識機能を

組み込み、被写体がカメラにハンドジェスチ
ャで指示することにより自分撮りを行うシ
ステムを開発する。 
本研究では、特にハンドジェスチャ（手

振りによるジェスチャ）による自分撮りに
焦点をあて、研究期間内に、被写体がカメ
ラにハンドジェスチャで指示することによ
り自分撮りを行うシステムのプロトタイプ
を開発する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．研究の方法 
 本研究では3種類のジェスチャインタフェ
イスを提案する。それらは 1）ハンドジェス
チャ、2）モーションベース・ハンドジェス
チャ、および 3）ヘッドジェスチャである。 
 提案する3種類のジェスチャインタフェイ
スに対応する3種類のプロトタイプシステム
を構築する。 
1)のハンドジェスチャインタフェイスに

対応するプロトタイプ Iでは、まず、パン＆
チルトカメラを利用し、プレビューを表示す
るために大型ディスプレィを用意して、自分
撮りカメラの試作システムを構築する。 
2)のモーションベース・ハンドジェスチャ

に対応するプロトタイプⅡでは、プロ用デジ
タル一眼レフカメラを用いてシステムを構
築する。 
3)のヘッドジェスチャに対応するプロト

タイプⅢでは、プロトタイプⅡ同様、プロ用
のデジタル一眼レフカメラを用い、またプレ
ビュー用に iPhone を用いてシステムを構築
する。 
 
４．研究成果 
(1)プロトタイプ Iでは、デジタルカメラの
代わりに Web カメラ、プレビュー画面を表示
するために大画面ディスプレィ、リアルタイ
ムの画像解析のためにパーソナルコンピュ
ータを用いてシステムを構成した。 
 

 
シャッターを押すにはユーザは指先をプ

レビュー画面に半透明で重畳表示されたカ
メラアイコンの上に数秒間かざす。またカメ
ラアイコンの下にカメラを操作するための
Cross based interface が同じく半透明に十
字状に重畳表示されている。 
 一般にハンドジェスチャには、「じゃんけ
ん」のような手の形状を認識する第一水準の
ジェスチャ（静的基本ジェスチャ）、手の動
きを認識する第二水準のジェスチャ（動的基
本ジェスチャ）があると考えられる。 
 プロトタイプ Iでは、第一水準のジェスチ
ャ認識を実現した。すなわち、指の形状をリ
アルタイムで認識し、指先の位置とアイコン
の位置の重なりを検出するために画像認識
技術を用いた。 
 また、Cross based interface について
は、第二水準の動的な手の動きを感知するジ
ェスチャインタフェイスを採用し、解析技術
としてオプティカルフローを用いた。 
第二水準の手の動きを認識するジェスチ

ャを実現するため、我々は OpenCV を用い、
OpenCV に用意されているオプティカルフロ
ーの処理を行う関数を利用して動きの検出
を行った。 
オプティカルフローとは，映っている対象

の動きを時系列画像から検出する手法の一
つで、画面を構成する画素のもつ輝度値が微
小時間後（実際は次のフレーム）にその輝度
値を変えず、座標のみが変化したと考えて、



画素の速度ベクトルを求める式を立てると
いう手法である。 
このオプティカルフローを用いた解析を

以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究では各種の試行錯誤を行った結果、
青色の円形の領域(特徴点)を 29 個、固定領
域として設定し、それらの点についてオプテ
ィカルフローを計算した。 
手を右から左に動かすと、各特徴点のオプ

ティカルフローが黄色い線で表示される。本
方式を用いることにより、多少のノイズは入
るものの大部分の点は手の動きを正しく認
識することが出来る。 
 

 
 
(2) プロトタイプⅡは、持ち運び可能な携帯
型のシステムとして作成した。プロトタイプ
Ⅱではカメラも Web カメラではなく、通常の
一眼レフデジタルカメラ Canon60D を使用し
た。プレビュー画面は、マイクロプロジェク
タから背面のスクリーンに表示するように

した。 
 

  
Canon60D にはあらかじめ顔認識機能がカ

メラに組み込まれている。また開発者用の
SDK が公開されており、パソコンと結合して
使用することが出来る。 
 我々はこのプロトタイプⅡ上でモーショ
ンベースのハンドジェスチャを実装した。具
体的には、手を振る「ウェービング」、「8 方
向選択」、手先の「回転」の 3 つのハンドジ
ェスチャを実装した。また、動作の種類を認
識するだけでなく、動作量を認識するように
した。 
 まず「ウェービング」の認識であるが、15X7
の 105個のトラックキング点を用いて動きを
抽出するようにした。 
 

 
 
また、8 方向選択においては各方向に 3 個

の合計 24 個のトラッキング点を設定し動き
を認識するようにした。 
 

  
  



 
 
 
回転のジェスチャも同様である。ここでは

20 個のトラッキング点を設定し、一定時間ご
とに手の動きを計算し、回転の方向と角度を
計算するようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの 3種類のジェスチャを用いて、一

眼レフカメラの撮影に不可欠な各種のパラ
メータをジェスチャでコントロールするこ
とを可能とした。 
 
(3) プロトタイプⅢは、プロトタイプⅡとほ
ぼ同様のセットアップとしたが、プレビュー
用に iPhone を用いてシステムを構築した。 
 

 
ヘッドジェスチャインタフェイスは、頭部

を使うジェスチャインタフェイスであり、こ
こでは、頭を縦に振る「ノッディング」、横
に振る「シェイキング」、「口を開く」という
3種類のジェスチャを実装した。 
一眼レフカメラで自分撮りを行うとき、通

常、顔部分を接写することが多い。ハンドジ
ェスチャを用いる場合には、手が画像の中に
写っている必要がある。しかしながらヘッド
ジェスチャを使えば顔だけが画面に納まっ
ていれば撮影を行うことが出来る。 
ここでは「ノッディング」と「シェイキン

グ」によってズーミングの機能を実現し、「口
を開く」ジェスチャによりシャッターを切る
ようにしている。 
 
(4)これら 3 種類のプロトタイプについて各
種の評価を行った。まずプロトタイプ Iにつ
いては、本方式をセルフタイマーによる撮影
と比較した場合、本方式の方の満足度が高い

という結果を得た。 
  

 
またプロトタイプⅡであるが、一眼レフの

各種パラメータの設定において、本方式は、
通常のボタンを押すような方式と比べ満足
度が高いという結果を得た。 
 

 
またジェスチャ操作の正確性であるが 70%

から 97％の正確さで操作を行えることを確
認した。 
 プロトタイプⅢについては、まず「ノッデ
ィング」、「シェイキング」、「口を開く」とい
う操作についての満足度を調査した。「ノッ
ディング」、「シェイキング」については大部
分が操作としては優れていると回答したが、 
「口を開く」という操作には抵抗感を持つ非
験者が多かった。 
ジェスチャインタフェイスは、カメラの前

でポーズをとりながらカメラをリモートコ
ントロールできるため、ユーザはより自由で
あり、ポーズに集中することができる。 
本研究によって、ジェスチャインタフェィ

スが自分撮りカメラを開発するための重要
なインタラクション技術であることが示さ
れたと考えられる。 
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